
　

山
号　

雨
宝
山　

真
言
宗

　

延
宝
元
年(

一
六
七
三) 

桑
名
藩
士
近
藤
新
兵
衛
の
家
来
が
小
堂
を

建
て
十
一
面
観
音
坐
像
を
本
尊
と
し
て
い
ま
し
た
。寛
政
年
間(

一
七
八

九
〜
一
八
〇
一)

に
現
在
地
に
再
建
さ
れ
、明
治
に
な
っ
て
無
住
と
な
り
、

現
在
は「
む
ら
持
ち
の
寺
」と
し
て
桑
名
の
大
福
田
寺
の
僧
侶
を
招
い
て

地
区
住
民
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。本
尊
は
秘
仏
で
二
十
五
年
ご
と

に
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。桑
名
地
方
観
音
三
十
三
カ
所
巡
礼
の
二
十
三
番

札
所
で
あ
り
ま
す
。寺
宝
の
室
町
時
代
、吉
山
明
兆
作

と
言
わ
れ
て
い
る 

釈
迦
十
六
善
神
画
像
は
町
指
定
有

形
文
化
財
で
す
。ま
た
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）の
馨（
打

楽
器
）も
保
存
さ
れ
貴
重
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

山
号　

小
向
山　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　

慶
長
八
年(
一
六
〇
三)

に
伊
勢
氏
の
末
裔
慶
昭
が*

正
治
寺

を
再
興
し
、小
向
山
浄
泉
坊
と
改
称
し
ま
し
た
。本
尊
は
阿
弥
陀

如
来
立
像
で
す
。徳
川
家
に
ゆ
か
り
あ
る
桑
名
藩
主
の
奥
方
の

菩
提
寺
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
山
門
の
扉
、本

堂
の
鬼
瓦
に
は
徳
川
家
の
家
紋
三
つ
葉
葵
と
巴
紋
が
使
わ
れ
、

参
勤
交
代
の
大
名
は
門
前
で
駕
籠
か
ら
降
り
て
一
礼
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。現
本
堂
は
明
治
四
十
三
年(
一
九
一
〇)

に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

*

正
治
寺（
廃
寺
）は
、正
治
年
間(

一一
九
九
〜
一
二
〇
一)

に
小

向
御
厨
神
明
社
の
別
当
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、愛
洲
宗
貫(

南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
伊
勢
豪

族) 

が
朝
明
郡
の
地
頭
職
に
補
さ
れ
、小
向
に
城
を
構
え
伊
勢

氏
と
名
乗
り
ま
し
た
。永
禄
十
年(

一
五
六
七)

織
田
信
長
の
北

伊
勢
侵
攻
の
際
、滝
川
一
益
に
よ
る
兵
火
で
焼
失
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
数
年
後
に
長
島
一
向
一
揆
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

じ
ょ
う
せ
ん
ぼ
う

お
ぶ
け
じ
ん
じ
ゃ

な
わ
し
ろ
じ
ん
じ
ゃ

こ
ん
こ
う
じ

さ
い
こ
う
じ

や
ま
ぐ
ち
せ
い
し

も
り
ゆ
う
せ
つ

た
ち
ば
な
も
り
べ

い
じ
り
じ
ん
じ
ゃ

し
ん
こ
う
じ

　

俳
人
山
口
誓
子 (

明
治
三
十
四
年
〜
平
成
六
年
）の
句
碑
。

昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

に
建
立
。京
都
府
生
ま
れ
の
俳
人
、

昭
和
十
六
年
か
ら
海
水
浴
場
に
近
い
天
カ
須
賀
で
療
養
生
活

を
七
年
ほ
ど
過
ご
し
、昭
和
二
十
三
年
鈴
鹿
市
の
白
子
鼓
ヶ
浦

に
転
居
し
、昭
和
二
十
八
年
に
は
西
宮
に
転
居
。三
重
で
の
療
養

生
活
の
間
に
多
く
の
俳
句
を
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
句
碑
に
は

誓
子
の
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
露
け
さ
よ
禱
り
の
指
を
唇
に
触
れ
」

　

朝
日
町
歴
史
博
物
館
は「
ふ
れ
あ
い
の

里
」と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地
の
教
育
文
化
施
設

内
に
あ
り
ま
す
。図
書
館
を
併
設
し
た
複
合

施
設
で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。東
海
道
か
ら
西
に
Ｊ
Ｒ
関
西

線
を
挟
ん
で
二
〇
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。

　

朝
日
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歴
史
資
料
の

展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
、講
演
会
も
毎
年

行
わ
れ
県
外
か
ら
も
聴
講
な
ど
に
訪
れ
ま

す
。展
示
品
と
し
て
は
国
学
者
の
橘
守
部
の

屏
風
な
ど
、陶
芸
家
の
森
有
節
の
萬
古
焼
、

日
本
画
家
の
栗
田
真
秀
、水
谷
立
仙
、俳
人

の
中
村
古
松
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
町
内
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
縄
生
廃
寺
は
昭
和
六
十
一
年（
一

九
八
六
）か
ら
始
ま
っ
た
発
掘
調
査
で
七
世

紀
〜
八
世
紀
に
造
営
さ
れ
た*

白
鳳
時
代
の

寺
院
の
塔
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。塔
心

礎
か
ら
舎
利
容
器
と
し
て
内
容
器
、外
容

器
、唐
三
彩
椀
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

ら
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。博
物
館
内
に
三
重
塔
の
模
型
と
右
回
転

し
な
が
ら
倒
壊
し
た
塔
の
屋
根
瓦
群
の
一
部

が
レ
プ
リ
カ
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。栄
枯

盛
衰
を
見
る
思
い
と
ま
だ
新
し
い
発
見
が

あ
る
よ
う
な
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

*

白
鳳
時
代(

文
化)

　

大
化
の
改
新（
六
四
五
年
）か
ら
平
城
遷

都(

七
一
〇
年)

に
至
る
文
化
を
言
い
ま
す
。

　

大
正
五
年(

一
九
一
六)

に
朝
日
村
役
場
と
し
て

建
て
ら
れ
た
庁
舎
で
す
。村
発
足
当
時
、明
治
二

十
二
年（
一
八
八
九
）村
長
以
下
五
名
、昭
和
六
年

(

一
九
三
一) 

六
名
、昭
和
三
十
一
年 

二
十
一
名
と

行
政
組
織
は
拡
大
し
ま
し
た
。現
庁
舎
完
成
後

は
公
民
館
、そ
し
て
昭
和
五
十
三
年
に
資
料
館
と

し
て
改
修
・
開
館
し
ま
し
た
。そ
の
際
に
明
治
四

十
四
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
駐
在
所
の
切
妻
破
風

の
玄
関
を
移
築
し
て
い
ま
す
。館
内
に
は
、大
正
・

昭
和
の
生
活
用
品
や
農
耕
用
具
な
ど
民
俗
資
料

が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
十
一
年

(

二
〇
〇
〇)

に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
。

庁
舎
と
し
て
は
三
重
県
内
で
他
に
旧
明
村
役
場

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
り
ょ
う
か
ん

　

萬
古
焼
再
興
の
祖
、*

森
有
節
の
墓
碑
で
す
。明
治
期
に
作
ら
れ

た
登
窯
の
遺
跡
の
近
く
に
建
立
さ
れ
、墓
碑
裏
に
は「
明
治
四
十

五
年
一
月 

三
世
有
節
建
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。平
成
十
五
年
に

名
谷
公
園
が
整
備
さ
れ
現
在
の
位
置
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

*

森
有
節
は
文
化
五
年(

一
八
〇
八)

桑
名
に
生
ま
れ
、桑
名
の
豪

商
沼
波
弄
山
が
創
始
し
た
萬
古
焼（
古
萬
古
）を
再
興
す
る
た
め

天
保
三
年（
一
八
三
二
）に
弟
千
秋
と
共
に
小
向
字
名
谷
に
窯
を
開

き
ま
し
た
。有
節
萬
古
の
特
徴
は
急
須
の
生
産
技
術
と
し
て
の
木

型
成
型
法
、大
和
絵
の
花
鳥
を
題
材
に
釉
薬
を
重
ね
て
彩
色
し
た

艶
や
か
な
盛
絵
技
法
、ま
た
金
を
原
料
の
一
部
に
使
っ
た
艶
や
か

な
ピ
ン
ク
色
の
腥
臙
脂
釉
の
発
明
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橘
守
部
は
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
で
、そ
の
生
誕
地
を
記
念

し
、昭
和
二
十
七
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。橘
守
部
は「
天
保
の
国

学
四
大
家
」の
一
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。国
学
と
は『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』『
万
葉
集
』な
ど
の
古
典
か
ら
日
本
文
化
を
追
求
し
た
学

問
で
す
。代
表
著
作
に『
日
本
書
紀
』の
注
釈
書『
稜
威
道
別
』等
が

あ
り
ま
す
。能
書
家
で
も
知
ら
れ「
記
紀
歌
謡
」屏
風(

町
指
定
有

形
文
化
財) 

を
残
し
て
い
ま
す
。 

碑
に
は
国
文
学
者
佐
佐
木
信
綱

（
鈴
鹿
市
出
身
）が
賞
賛
し
て
読
ん
だ
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
く
ち
せ
ぬ
名
を
国
つ
学
び
の
道
の
上
に

残
せ
る
大
人
は
こ
の
里
そ
生
み
し
」

　

山
号 

朝
明
山 

真
宗
大
谷
派

　

寛
永
十
五
年(

一
六
三
八) 

製
作
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
立
像

を
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。貞
享
二
年(

一
六
八
五)

に
本
願
寺
派
か

ら
大
谷
派
に
転
派
し
て
い
ま
す
。半
鐘
は
安
永
六
年(

一
七
七
七)

桑
名
の
鋳
物
師
の
名
前
が
刻
ま
れ
、地
元
の
作
例
と
し
て
は
貴

重
で
す
。所
蔵
の
阿
弥
陀
如
来
絵
像
の
裏
書
に
よ
れ
ば
明
応
五

年(

一
四
九
六)

ま
で
真
宗
寺
院
と
し
て
寺
歴
を
遡
れ
ま
す
が
詳

細
は
不
明
。本
堂
は
明
治
十
年(

一
八
七
七)

か
ら
、書
院
は
明
治

二
十
七
年
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。本
堂
の
欄
間
、大
間
、虹
梁
、山

門
及
び
鐘
楼
の
建
築
彫
刻
は
す
ば
ら
し
く
、名
古
屋
の
彫
刻
師
瀬

川
治
助
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。境
内
の
松
は
朝
日
町

の
東
海
道
沿
線
で
見
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
で
し
た
が
最
近
枯
れ

て
、半
鐘
の
音
の
み
が
東
海
道
の
往
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

日
本
画
家　

栗
田
真
秀　
明
治
四
年―

昭
和
一
七
年

　

縄
生
生
ま
れ
。桑
名
の
絵
師  

帆
山
唯
念
に
入
門
、

そ
の
後
京
都
で
活
躍
し
ま
し
た
。優
雅
か
つ
温
和
な
画

風
で
、自
然
や
歴
史
物
語
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。

日
本
画
家　

水
谷
立
仙　
明
治
十
五
年―

昭
和
四
五
年

　

小
向
生
ま
れ
。四
日
市
萬
古
焼
の
下
絵
職
人
と
し

て
働
き
、そ
の
後 

京
都
画
壇
の
重
鎮 

竹
内
栖
鳳
に
学

ぶ
。花
鳥
山
水
な
ど
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。

俳
人  

中
村
古
松　
明
治
三
四
年
〜
昭
和
五
四
年

　

縄
生
の
生
ま
れ
。町
屋
川
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
俳

人
。俳
誌「
松
の
栞
」を
発
行
。

「
海
へ
そ
ヽ
く
町
屋
の
流
れ
月
朧
ろ
」

　

井
後
神
社
は
旧
字
井
戸
尻（
東
海
道
の
海
側
の
農
耕
低
湿
地
）

に
あ
り
俗
に
貴
船
大
明
神（
祭
神:

高
龗
神 

水
神
）と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。享
保（
一
七
一
六
〜
）の
頃
、こ
の
地
が
柿
村
に
合
併
し
た

際
に
産
土
神(

地
域
の
鎮
守
神)

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
辺
り
に
は

鎌
倉
時
代
の
井
尻
遺
跡
が
所
在
し
、船
に
積
ま
れ
た
山
茶
碗
が

多
く
出
土
し
、船
着
き
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。明
治
四

十
一
年
に
村
社
と
し
て
井
後
神
社
の
単
称
と
な
り
、明
治
四
十
四

年
低
湿
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。境
内

の
多
賀
神
社
は
江
戸
時
代
末
期
に
朝
明
川
の
北
の
堤
防
付
近
に

所
在
し
、伊
邪
那
岐
神
、伊
邪
那
美
神
を
勧
請
し
祀
っ
て
い
ま
し

た
。ま
た
多
賀
大
社
常
夜
灯
も
そ
の
神
社
の
神
殿
前
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。河
原
で
は
奉
納
相
撲
、に
わ
か
芝
居
な
ど
賑
わ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
が
明
治
三
十
七
年
頃
に
旧
井
後
神
社
、さ
ら
に

現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。境
内
に
は
、延
命
長
寿
を
願
っ
て
初

老
・
厄
年
・
古
希
祝
い
の
多
く
の
石
造
物
が
あ
り
、南
の
参
道
に
は

厄
年
記
念
碑
の
建
立
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
祭
神
は
天
照
大
神
を
勧
請
し
た
神
明
社
で
す
。明
治
十
年

(

一
八
七
七)

に
小
向
神
社
と
単
称
、明
治
四
十
年
に
は
数
社
を

合
祀
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
祭
神「
五
男
三
女
神
」（
八
王
子
）

を
勧
請
し
た
宇
気
比
社
が
あ
り
ま
し
た
。境
内
に
は
享
保
十
三

年(

一
七
二
八)

建
立
の
神
明
鳥
居
な
ど
古
い
石
造
物
が
あ
り
ま

す
。宝
物
と
し
て
、古
萬
古
神
酒
徳
利
四
対
と
有
節
萬
古
三
対
が

県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
祭

　

毎
年
八
月
十
三
日
に
小
向
神
社
で
行
わ
れ
る
火
祭
り
で
す
。江

戸
時
代
中
期
、こ
の
辺
り
に
熱
病
が
流
行
し
、神
に
祈
っ
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。祭
車
の
大
太
鼓
・
鉦
を
叩
い
て
町
を
練
り
歩
き
、

境
内
に
て
上
半
身
裸
で
火
の
つ
い
た
藁
を
も
っ
て
叩
き
合
い
悪
疫

を
祓
う
、迫
力
満
点
の
火
祭
り
で
す
。町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
号　

桔
梗
山　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　

大
同
二
年(

八
〇
七) 

最
澄
が
天
神
山
の
西
北（
今
の
北
谷
）

に
天
台
宗
寺
院
と
し
て
建
立
、南
北
朝
時
代
初
期(

一
三
四
〇

頃)
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鉢
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梗
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天
正
年
中(

一
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八
〇
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埋
縄
城
主
疋
田
左
京

守
の
死
後
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家
臣
西
脇
善
照
が
草
庵
を
結
び
主
君

を
弔
っ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
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永
十
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善
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。
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迎
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仏
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